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霞ヶ浦湖面における蒸発量の多様性：(2)霞ヶ浦全域における蒸発量と湖
心観測所の測定値との差について

Variability of evaporation over Lake Kasumigaura:(2) difference between
total evaporation of Kasumigaura and measurement
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衛星データと地上気象データによって霞ヶ浦湖面における蒸発量分布が推定された.蒸発量は大
気温度や風速を霞ヶ浦周辺の気象観測所のデータを，地表面温度を湖心のフラックス観測所にお
けるデータを用いてバルク法によって推定された.これはLandsat-TMやASTERのセンサーから
算出された地表面温度を基にしており，地表面温度の多様性は１―２℃程度以内であることが分
かった.蒸発量分布の多様性の結果は湖面全域で平均878 mm/yであり，標準偏差は66.4 mm/yで
あった.この値は湖心観測所における測定値976 mm/yと比較された.
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